
愛知県 事業実施期間令和4年度
（愛知県）

【課題】愛知県は⽐較的⼈⼝の多い県であるものの、製造業やサービス業といった賃⾦の⾼い産業が盛んであり、労働⼒の奪い合いが発⽣している。そのよう
な状況下で農業分野に労働⼒を呼び込むためには、農業の魅⼒や働きやすさなどを労働者へしっかりとPRしていく必要がある。
【取組の概要】農繁期における⼀時的な労働⼒ニーズを、単発・短期の労働⼒提供を⾏うギグ・ワーカーとのマッチングにより充⾜させるため、働き⼿に対し
て農業で働くことの魅⼒をＰＲするほか、農業者に対してギグ・ワーカーの活⽤につながるマッチングサービスの利⽤促進を図る。

【実施主体】愛知県（県庁農業経営課、県農林⽔産事務所（７カ所））
【協⼒機関】JA愛知中央会、(⼀社)愛知県農業会議、

名古屋市、豊橋市、岡崎市、⼀宮市、豊⽥市

令和４年度
農業労働⼒産地間
連携等推進事業

令和４年度取組み内容

事業実施主体構成員
【成果⽬標】令和４年度における短期の求⼈の充⾜率を90％に向上させる。

〔対象とする求⼈〕JA愛知中央会及び株式会社アグリトリオ等のマッチ
ング事業者が管理する、雇⽤期間が４か⽉未満の短期の求⼈。

【令和３年度実績】79％ 【令和４年度実績】現在集計中

成果⽬標と進捗

今年度の取組み内容
ア 労働⼒の需給状況の把握（地域の状況及び労働⼒提供可能な者の把握等）
・県内の37の産地を対象に労働⼒不⾜に関するアンケートを実施し、

計617名の農業者から回答を得た。
・「労働⼒不⾜を感じるか」との質問に対し、回答者の56％が

「感じたことがある」と回答した。（図１）
・労働⼒不⾜を感じている農業者348名に複数回答可で雇⽤したい

労働⼒の期間を質問したところ、数か⽉程度の中期雇⽤を191名、
１⽇単位の短期雇⽤を147名が希望した。（図２）

・労働⼒不⾜を感じている農業者348名に短期雇⽤のマッチング
サービスに関⼼があるかを質問したところ、回答者の67％が
「関⼼がある」と回答した。

イ 産地内での労働⼒確保・育成
【ラジオCMの放送による啓発】

農業の魅⼒やギグ・ワーカーとして農業に取り組む⽅法などを周知するため、ラジオＣＭを作成し放送した。
・20秒スポットＣＭ３本を作成し、ＣＢＣ及びＺＩＰ-ＦＭにて延べ34回放送。
・ＺＩＰ-ＦＭにて、週⼀回、毎週⽔曜⽇に各回５分間、ラジオパーソナリティーによる番組を実施。番組では愛知県の農業の概要、農業者への

アンケートを元にした農業の魅⼒、農業バイトの説明及び取り組み⽅などについて紹介。 など
【リーフレットの作成】

働き⼿向けに単発・短期間の農作業従事（農業バイト）についてまとめたリーフレットを10,000枚作製し、市町村、ハローワークなどで配架した。

図１ 図２

中期雇⽤：期間が数か⽉程度の雇⽤
短期雇⽤：１⽇〜数⽇単位の雇⽤
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今年度の取組み内容
イ 産地内での労働⼒確保・育成（続き）
【啓発セミナーの開催】

働き⼿、農業者、関係団体、⾃治体職員などを参集して「あいち農業バイト普及啓発セミナー」を開催した。
・内容は「農業分野における働き⽅改⾰の進展」、「新しいライフスタイル「９１農業」の提案」 ほか
・当⽇参加者36名、セミナーの様⼦は県公式YouTubeチャンネル(https://www.youtube.com/@user-fn7gw2iy2u/videos)にて公開。

【マッチングサービスの周知】
県公式WEBにて農業バイトのマッチングサービス（株式会社アグリトリオ「農How」、Kamakura Industries株式会社「１⽇農業バイト」）を紹介。

ウ 他産地・他産業との連携による労働⼒確保
該当なし。

エ 労働⼒等のマッチング及びデータベース化
【マッチング事業者による説明】

マッチング事業者を講師に、農業者等へギグ・ワーカーやマッチングサービスの活⽤について説明を⾏った。
・JA愛知中央会が主催する会議にて、株式会社アグリトリオ及びKamakura industries株式会社が合計３回、サービスの詳細について説明を⾏った。
・株式会社アグリトリオが、県が主催する農業者の会合で計２回、県内のJAを訪問しての説明を計５回、農業の盛んな市町村を訪問しての説明を

計15回実施した。
【マッチングサービスの利⽤促進】

農業者がマッチング事業者のサービスを利⽤する際の利⽤料の⼀部を補助することで、マッチングサービスの試⾏的活⽤を促進した。
・株式会社アグリトリオが補助⾦を活⽤し、2022年８⽉２⽇から2023年１⽉31⽇までの期間、マッチングサービスの利⽤料を⼀部減免して農業者に

サービスの活⽤を促した。
・期間中に36名の農業者、農業関連企業などがマッチングサービスを利⽤し、同社による期間中の合計労働⼒供給時間は4,823時間・⼈となった。

〔参考〕同社による前年同期の労働⼒供給時間：3,166時間・⼈
【リーフレットの作成】

農業者向けに農業バイトについて周知するリーフレットを10,000枚作製し、各JA、県農林⽔産事務所、愛知県農業会議などで配架した。
また、県内で最も農業の盛んな⽥原市において、JA愛知みなみが、全組合員に配布する広報誌に株式会社アグリトリオの紹介チラシを添付し、同社の
マッチングサービスの周知を図った。

オ 農業の「働き⽅改⾰」への取組
【啓発セミナーの開催】

上記の「あいち農業バイト普及啓発セミナー」において、農業分野における働き⽅改⾰をテーマとする講義を実施した。
【マッチング事業者による説明】

マッチングサービスの説明時に、働き⼿に選ばれる求⼈の出し⽅などについて説明を⾏っている。

令和４年度
農業労働⼒産地間
連携等推進事業



愛知県

〔参考〕働き⼿向け啓発資料

（愛知県）

本事業取組みにおける成果項⽬

次年度以降の取組み内容

令和４年度
農業労働⼒産地間
連携等推進事業

【本県農業に対する県⺠理解の促進】
・“ラジオを聞いて興味が沸いた”、“農業バイトに取り組みたい”、

などの相談・問い合わせが県に寄せられている。
【県内JAによるマッチングサービスの利⽤登録】

・農林中央⾦庫が進める⼈材サービス企業との業務提携も踏まえ、
県内の約半数のJAが、株式会社アグリトリオやKamakura
Industries株式会社のサービスの利⽤を進める意向を⽰した。

【マッチングサービスの利⽤者・利⽤時間の増加】
・普及に取り組んだ株式会社アグリトリオの「農How」は、

利⽤農家、利⽤時間とも前年度より増加した。
〔８⽉〜翌１⽉の利⽤量〕

(2021年度)3,166時間・⼈ ⇒ (2022年度)4,823時間・⼈

【労働⼒確保に係る取組の検討】
・農業労働⼒需給状況調査で把握した産地の実態を基に、

労働⼒確保に向けた取組の検討、実施を進める。
【マッチングサービスの普及啓発】

・引き続き、県が主催する農業者の会合等において、マッチング
サービスの普及啓発に取り組む。


